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要     旨 

【緒言】                                        

ブファウイルス（Bufavirus：BuV）は 2012 年にアフリカのブルキナファソで初めて同定された一本鎖

の DNA ウイルスで NS1,VP1,VP2 の 3 種のウイルス蛋白がコードされ、これまでに 2 つの遺伝子型      

BuV1 と BuV2 が同定されている。過去の検討により小児下痢症患者中での BuV の検出率はブルキナ

ファソでは 4%、チュニジアは 1.6%、チリは 0%であった。これは本ウイルス感染が限定した地域のみ

に分布している可能性を示唆している。我々は、アジア地域における BuV の存在とその遺伝子型を検

索することを目的とし、ブータンにおける BuV 感染の存在を検討した。                  

【研究対象及び方法】 

2010 年から 2012 年にかけて、ブータンにおける 2 つの病院で 5 歳以下の下痢症患者における便を合     

計 393 検体収集した。便からウイルスゲノム DNA を抽出し、BuV の NS1 領域を nested PCR 法にて

増幅し、全ゲノム領域をダイレクトシークエンス法によって塩基配列の決定後、分子疫学的解析を行っ

た。                                              
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【結果】                                             

3 例の BuV（BTN-BuV）が確認された。これらは全て重症下痢症患者からの検体であり、その検出率

は 0.73 %であった。BuV1, BuV2 と BTN-BuV において系統樹解析を行うと、これらは明らかに新し

いクラスターとして確認された。BTN-BuVは、98%-99%の相同性を示したが、BuV1,BuV2とBTN-BuV

の NS1, VP1, VP2 タンパクにおける遺伝子配列（アミノ酸配列）を比較すると 95-96 % (94– 96 %), 

80-83 %(71– 78 %), 76– 80 % (65-73 %)の相同性であった。BTN-BuV は全ての株で、BuV1,BuV2 と

同様の機能的モチーフが保存されていた。また、BuV1,BuV2 と BTN-BuV における進化距離を算出す

ると、明らかに BTN-BuV とは有意に異なっており、3’-UTR に存在する Three tandem repeats の繰

り返し回数においても BuV1 と BTN-BuV では明らかにその回数が異なっていた。これは、BTN-BuV

が他の株と比べて遺伝子型が大きく異なっている可能性があることを示唆する、我々は BTN-BuV を新

たな遺伝子型 BuV3 であると提唱したい。                               

【考察】                                           

ブータンにおける小児重症下痢症の原因である可能性をもつBuV3のほぼ全長ゲノムを遺伝子解析する

ことによって新たな遺伝子型の存在を明らかにした。ブータンのような衛生環境、交通利便性の悪い地

域における BuV の新規遺伝子型の存在は、このウイルスがはるか以前からヒトへの病原因子として存

在する可能性を示唆している。                                    

【結語】                                          

我々は、ブータンにおいて新たな遺伝子型 BuV3 の存在を明らかにした。BuV3 は、重症下痢症患者か

ら検出されており、感染症が生命予後を左右する多くの発展途上国において重要な病原ウイルスとなり

うるであろう。今後、更なる BuV の研究を進めていく必要があると思われる。              

                                              

                                              

                                              

                                              

 


